
奥田　　実　議員

高橋　秀樹　議員

一　般　質　問

障害者控除の適用
要介護認定者にも
障害者控除の適用を障害者控除の適用

    コミュニティ施設
下戸田地区に
    コミュニティ施設を    コミュニティ施設

議
員
　
所
得
税
法
上
、
障
害
者

の
方
に
は
障
害
者
控
除
が
あ
る

が
、
要
介
護
認
定
者
に
つ
い
て

は
、
寝
た
き
り
の
方
で
も
、
こ

の
適
用
が
な
い
。

　
市
と
し
て
、
要
介
護
認
定
者

の
障
害
者
控
除
に
つ
い
て
、
ど

う
対
応
す
る
つ
も
り
か
。

福
祉
部
長
　
国
税
庁
の
見
解
で

は
「
介
護
保
険
法
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て

の
所
得
税
法
施
行
令
の
規
定
は

な
く
、
所
得
税
法
上
の
障
害
者

に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
、
要

介
護
認
定
が
あ
っ
て
も
、
障
害

者
控
除
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
所
得
税
法
上
の
障

害
者
控
除
は
、
市
町
村
長
等
の

認
定
を
受
け
れ
ば
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
医
師
の
診
断
や

保
健
師
に
よ
る
訪
問
調
査
等
に

よ
り
、
個
々
の
状
況
を
勘
案
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

埼
京
線
12
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は

議
員
　
12
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、

埼
京
線
と
臨
海
副
都
心
線
が
相

互
乗
り
入
れ
さ
れ
る
が
、
通
勤

快
速
の
快
速
化
や
終
電
時
間
の

繰
り
下
げ
、
本
数
の
増
加
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
強
力
に
交
渉

し
、
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
合
政
策
部
長
　
昨
年
の
５
月

に
、
市
長
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
大

宮
支
社
長
に
直
接
、
埼
京
線
の

増
発
等
に
関
す
る
要
望
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内

容
は
、
運

行
本
数
の

増
発
、
夜

９
時
以
降

の
通
勤
快

速
の
快
速

運
行
へ
の

変
更
な
ど

６
点
に
わ
た
る
要
望
で
す
。

　
今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

議
員
　
建
設
工
事
の
入
札
に
当

た
り
、
２
度
の
談
合
情
報
が
あ

り
、
入
札
を
中
止
し
た
経
緯
が

あ
る
が
、
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム

の
導
入
の
、
そ
の
後
の
経
緯
と

結
果
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
本
年
６
月
に
、
埼

玉
県
公
共
工
事
契
約
業
務
連
絡

協
議
会
の
中
に
「
電
子
入
札
導

入
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

が
設
置
さ
れ
、
市
町
村
と
の
共

同
運
営
に
よ
る
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
計
画
し
、
導
入

方
法
、
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
、

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
埼
玉
県
と
の
共

同
開
発
、
運
用
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

▲配布には十分な配慮を

議
員
　
下
戸
田
地
区
に
は
多
く

の
市
民
が
在
住
し
て
い
る
が
、

公
共
施
設
は
東
部
福
祉
セ
ン
タ

ー
と
勤
労
青
少
年
会
館
が
あ
る

だ
け
で
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
２
面
し
か
な
い
。

　
下
戸
田
地
区
に
、
市
民
が
集

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し

て
、
多
目
的
に
利
用
で
き
る
公

共
施
設
を
建
設
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長  
本
年
度
よ
り
「
戸

田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員

会
」
を
設
置
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
推
進
計
画
に
基
づ
く

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
施
設
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建
設
は
検

討
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

「
ラ
ブ
＆
ボ
デ
ィ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

の
中
学
生
へ
の
配
布
に
配
慮
を

議
員  

厚
生
労
働
省
の
外
郭
団

体
の
作
成
し
た
、
「
思
春
期
の

た
め
の
ラ
ブ
＆
ボ
デ
ィ
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
」
は
内
容
が
不
適
切
で
、
中

学
生
に
配
布
す
る
こ
と
に
は
問

題
が
あ
る
。
　

　
特
に
、
人
工
中
絶
に
つ
い
て

法
的
に
罰
せ
ら
れ
る
行
為
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
日
本
で
は
中

絶
は
許
さ
れ
て
い
る
」
と
記
述

さ
れ
て
お
り
、
不
適
切
な
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ピ
ル
の
安
全
性
が
誇

張
さ
れ
て
お
り
、
副
作
用
に
つ

い
て
の
記
述
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

教
材
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
。

教
育
長
　
中
学
３
年
生
の
時
期

に
、
正
し
い
性
に
関
す
る
知
識

や
心
構
え
を
指
導
す
る
こ
と
は

大
切
で
あ
り
、
内
容
を
精
査
し

保
健
体
育
の
指
導
で
活
用
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
配
布
に
当
た
っ
て
は
、
生
徒

の
発
育
段
階
に
応
じ
指
導
す
る

よ
う
追
加
資
料
を
配
布
し
ま
す
。

民
間
施
設
を
保
養
所
と
し
て

利
用
契
約
し
て
は

議
員
　
戸
田
市
が
民
間
の
施
設

と
利
用
契
約
す
る
こ
と
で
、
市

民
が
保
養
所
を
利
用
す
る
場
合

の
選
択
肢
を
広
げ
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長  

健
康
保
険
組

合
や
共
済
組
合
が
、
健
康
増
進

を
目
的
と
し
た

福
利
厚
生
事
業

と
し
て
、
民
間

の
保
養
施
設
を

契
約
保
養
所
と

し
て
契
約
し
て

い
る
が
、
戸
田

市
と
し
て
可
能

か
に
つ
い
て
今

後
研
究
し
ま
す
。

渡辺　武男　議員

望月　久晴　議員

一　般　質　問

　　　　　水害対策川岸地区の水害対策は　　　　　水害対策

排水ポンプ
菖蒲川への
排水ポンプ設置計画は排水ポンプ

議
員
　
①
異
常
気
象
に
よ
る
集

中
豪
雨
の
た
び
の
、
道
路
冠
水

や
浸
水
の
早
期
解
消
を
。

②
14
年
12
月
に
下
水
道
工
事
の

設
計
が
完
了
予
定
だ
が
、
概
算

工
事
の
予
算
は
。

③
15
年
度
予
算
に
川
岸
地
区
水

害
の
緊
急
対
策
の
工
事
費
を
。

④
現
設
計
は
、
菖
蒲
川
の
左
岸

と
右
岸
の
２
カ
所
に
ポ
ン
プ
施

設
を
設
け
、
強
制
排
水
を
予
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
内
容
は
。

⑤
菖
蒲
川
の
左
岸
側
の
は
け
口

に
つ
い
て
、
更
に
１
〜
２
カ
所

の
分
散
を
県
に
要
望
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
は
。

都
市
整
備
部
長
　
①
菖
蒲
川
へ

の
雨
水
放
流
が
効
果
的
で
、
河

川
管
理
者
で
あ
る
県
と
協
議
の

結
果
、
川
岸
橋
付
近
に
左
右
両

岸
で
毎
秒
２
・
５
５
立
方

メ
ー

ト
ル

の

雨
水
放
流
が
認
め
ら
れ
、
年
末

を
目
標
に
排
水
施
設
の
設
計
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

②
概
算
工
事
費
は
、
10
億
円
程

度
を
見
越
し
て
お
り
ま
す
。

③
④
平
成
15
年
度
は
緊
急
対
策

と
し
て
、
川
岸
橋
際
の
既
存
の

は
け
口
を
最
大
限
に
利
用
し
た

ポ
ン
プ
施
設
を
実
施
い
た
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑤
戸
田
第
二
小
学
校
付
近
に
分

散
す
べ
く
、
県
と
協
議
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

上
戸
田
川
の
導
水
計
画
は

議
員
　
①
そ
の
具
体
的
内

容
は
。

②
放
水
地
点
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
上
流
の
蕨
市
と
の
市

境
ま
で
延
ば
し
て
は
。

都
市
整
備
部
長
　

①
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
、

清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
Ⅱ
（
第

二
期
水
環
境
改
善
緊
急
行

動
計
画
）
の
対
象
河
川
で

あ
る
、
笹
目
川
、
菖
蒲
川
及
び

上
戸
田
川
の
水
質
改
善
と
流
量

の
回
復
を
目
的
と
し
、
笹
目
川

左
岸
側
に
敷
設
さ
れ
る
導
水
管

が
東
に
分
岐
し
、
妙
顕
寺
北
側

道
路
を
経
て
、
上
戸
田
川
新
田

橋
付
近
に
合
流
す
る
既
存
水
路

に
接
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

上
戸
田
川
へ
導
入
す
る
計
画
で
、

17
年
度
末
の
完
成
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

②
市
で
は
蕨
市
境
か
ら
の
放
流

を
要
望
し
ま
し
た
が
、
本
事
業

の
ほ
と
ん
ど
が
国
の
費
用
で
行

わ
れ
、
新
曽
地
区
が
区
画
整
理

事
業
中
で
、
上
戸
田
川
自
体
の

改
修
も
進
ん
で
な
い
こ
と
か
ら
、

当
面
は
新
田
橋
付
近
を
放
流
地

点
と
す
る
こ
と
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

▲一刻も早い水害対策を

▲川岸橋付近に排水施設が

議
員
　
戸
田
市
は
毎
年
の
よ
う

に
、
都
市
型
水
害
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
。
今
年
も
、
８
月
４
日

の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
下
戸

田
地
域
を
中
心
に
、
床
上
、
床

下
浸
水
や
道
路
冠
水
の
被
害
が

出
た
。

　
緑
川
へ
の
排
水
ポ
ン
プ
は
、

今
年
３
月
に
完
成
し
、
８
月
４

日
の
集
中
豪
雨
で
も
効
果
が
あ

っ
た
が
、
菖
蒲
川
へ
の
排
水
ポ

ン
プ
設
置
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
菖
蒲
川
へ
の

排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
県
と
の
協
議
で
毎
秒
２
・

５
５
立
法

メ
ー

ト
ル

の
排
水
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
排
水
量
を
効
果
的
に
利

用
す
る
た
め
、
は
け
口
の
分
散

に
つ
い
て
、
県
と
協
議
し
な
が

ら
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
工
事
費
が
約
10
億
円
程
度
か

か
る
た
め
、
15
年
度
か
ら
３
カ

年
計
画
で
行
う
予
定
で
す
。

　
15
年
度
は
、
川
岸
橋
際
の
、

既
存
の
は
け
口
を
利
用
し
た
排

水
ポ
ン
プ
と
、
川
岸
右
岸
に
、

毎
秒
０
・
０
５
立
方

メ
ー

ト
ル

の
排
水

ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

保
育
園
の
緊
急
待
機
児
対
策
を

議
員
　
現
在
、
60
名
を
超
え
る

待
機
児
が
い
る
中
で
、
戸
田
公

園
駅
利
用
地
域
で
は
、
今
後
約

１
年
間
で
、
田
辺
製
薬
、
日
通

商
事
、
Ｊ
Ｒ
社
宅
な
ど
の
跡
地

に
、
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

設
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、

１
’

０
０
０
戸
近
い
マ
ン
シ
ョ

ン
が
完
成
す
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
15
年
度
は

大
量
の
待
機
児
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、
緊
急
の
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
16
年
度
に
は
２
つ

の
保
育
園
が
開
園
で
き
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

　
15
年
度
は
、
新
曽
保
育
園
の

建
て
替
え
で
、
定
員
を
20
名
増

や
す
の
と
、
新
た
に
家
庭
保
育

室
が
２
つ
程
度
増
え
る
の
で
、

家
庭
保
育
室
に
も
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
保
育
環
境
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。


